
担当課ヒアリングに伴う、事前質問および回答

No 内容
第6回議事録
ページ番号

回答 資料名

1
婚活サポートセンターの運営主体や関係団体などが分かる資料をいただき
たい。（組織図など） 7 別紙「鳥取市婚活サポートセンター運営体制」のとおり

資料①：すごい！鳥取市婚活サ
ポートセンターの運営状況につい
て
資料②：すごい！鳥取市婚活サ
ポートセンター設置要綱

2
開催された婚活イベントごとの実績（参加者数、カップリング数など）やリピー
ト率など詳細なデータをいただきたい。 7

平成２８年度に開催したイベント実績については、回数：４４回、参加者数：７８１
人、カップル数：５９組となっております。詳細は、別紙資料のとおりとなります。

資料①：すごい！鳥取市婚活サ
ポートセンターの運営状況につい
て

3
婚活サポートセンターの委託料やその他婚活関連事業にどのくらいの税金
が投入されているかを教えていただきたい。 8 平成28年度婚活サポートセンター運営補助金　10,746,000円となっております。

4
参加者へのアンケートなどを取っておられればその集計結果を教えていた
だきたい。 8

イベントの満足度及び今後のニーズ等の把握のため、各イベント後にアンケート
調査を実施している。（イベント毎の集計は実施しているが、年間・イベント種別な
どによる集計等は未実施。）

5
各イベントの定員数や、初参加率・リピート率、参加者年齢などの参加者の
実態が分かるような資料をいただきたい。（２と併せて） 8

初参加率・リピート率・参加者年齢等の集計は、実施していませんが、イベントの
参加申込は、ほぼ毎回定員以上の申し込みがあり、参加者を調整する際に、初
参加の方から優先して調整を実施しているため、同一者が連続してイベントに参
加することは、ほぼありません。

6

行政が税金を投入して大っぴらに行うことではないように思うが、どのように
考えているか教えていただきたい。（出会いの機会を提供しなければいけな
い理由？）

8

　本来、結婚は個人的なものですが、以前より地域や議会から若者の婚姻への
支援の要望があり、また現在多くの自治体で人口対策としての若者の婚活支援
に取り組んでいる状況です。
　若者の未婚・晩婚化の進展は社会的な課題ととらえ、社会全体での支援、行政
の関与が必要と判断して、婚活事業を行っています。

7
鳥取県が実施している「えんトリー」との違いや、連携している、もしくはしよう
としている内容について教えていただきたい。 8

鳥取県が実施している「えんトリー」との違いは、①会費の有無、②マッチング方
式の違いが大きく違います。
　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県　　　　　　　　　　　　鳥取市
①入会登録料　　　　10,000円（2年間）　　　　　　無料
②マッチング方式　　１対１のお見合い形式　　　複数の参加者によるパーティー形式

現在「えんトリー」との連携につきまして、お互いに会員向けサービスの提供を中
心に実施していますが、相互の事務局で情報交換等を行い、必要に応じて会員
への情報提供を実施しております。引き続き、より効果的な連携等について検討
します。

8

どのような成果が結果として出ているかを見せていただきたい。例えば費用
対効果はどうかとか、人口増という観点からはどんな成果があるかとか。
（成婚1組あたりいくらかかっているのか？出会いの機会が少ない人に本当
に機会が増えたと言えるのか？）

9

平成26年の開設から29年5月現在で、会員数1，446人、開催イベント数は100回
は、イベント参加者延べ数は1,624人となっており、確実に出会いの場については
増えていると言える。会員同士の成婚者数は9組となっており、費用対効果をあ
げていくために、成婚者数の一層の増が課題と考えている。

当該事業に従事する職員数（人役） H27年度： 　　0.1人役　　　H28年度：　 　　0.1人役　　　　H29年度：　 　　0.1人役

実施計画名 【ID21】 すごい！鳥取市婚活サポートセンターの運営、参加しやすい婚活イベントの実施

推進担当課 政策企画課

当該事業に係る予算額（千円） H27年度：　7,036千円　　　H28年度：　10,746千円　　　　H29年度：　13,625千円



9
結婚するかどうかは経済的な理由が大きいのではないか。婚活だけで人口
増に繋がっていくとは思えないがどう考えておられるか教えていただきたい。 9

ご指摘のとおり、婚活支援だけで人口増につながるものではないものと分析して
いるところである。国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本的な考え方の一
つに「若い世代の就労・結婚・子育ての希望がかなう社会経済環境を実現」とあ
り、本市の鳥取市総合創生戦略もこの基本的な考え方を踏襲し、「出会い・結婚・
妊娠・出産・子育てに対する切れ目ない支援」を行うこととしている。婚活支援もこ
の流れの一つであることは理解いただきたい。

10

以前委員から質問した回答の中に「地域を中心に何らかの支援が必要との
声も少なくありません。」とあるが、これについて詳細を教えていただきたい。
（いつ誰からどのようにそういった声が上がっていたのか？）

9

行政の婚活支援実施の要望については、市と地域で地域課題を話し合う地域づ
くり懇談会や、地区要望、市議会定例会で要望が出ている状況。なお、地域づく
り懇談会では平成２５～２８年度の間に６回（毎年１～２回）、若者の婚活支援に
ついての要望が上がっている。

11
指標の成婚組数３０組というものが、この事業の成果を測るものとして本当
に適切なのか。担当課のお考えをお伺いしたい。 9

様々な自治体で婚活支援事業が行われているが、その成果指標は様々である。
（会員数、カップル数等をKPIとしている自治体もある）
そういった中で、本市においては婚活支援事業の成果を定量的に図る指標とし
ては成婚者数が妥当と考える。
成婚組数30組については、5年間（H27～H31）で300組のカップル数を目標にし、
その2割程度の60組が成婚すると見込み、その中間年のため30組を指標とした。

12
これらの制度やイベントについて、どのように広報（情報発信）しているのか
お伺いしたい。 17

①公式ＨＰ、②チラシ及びポスターを市関係機関等に配架、③新聞広告等（うさぎ
の耳）による情報発信を実施。また、会員向けには、メルマガ（頻度：週１回）によ
る情報発信を実施。



資料①



資料②




